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（
一
）

本
年
三
月
、
ド
ゥ
・
ウ
ェ
イ
ミ
ン
教
授
は
、
東
洋
哲
学
研
究

所
の
「
学
術
大
会
」
に
参
加
し
、「
対
話
の
文
明
」
に
つ
い
て
の

レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
い
る
。
レ
ク
チ
ャ
ー
の
な
か
で
、
教
授
は
、

ヤ
ス
パ
ー
ス
の
「
軸
の
時
代
」
を
取
り
上
げ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
意

識
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
現
代
を
「
第
二
の
軸
の
時
代
」
と
位
置

づ
け
て
い
る
。

ヤ
ス
パ
ー
ス
は
、「
第
二
の
軸
の
時
代
」
を
、「
人
類
全
体
と

し
て
の
呼
吸
」

（
１
）
　
と
の
べ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
文
明
を
、

教
授
は
「
対
話
の
文
明
」
と
呼
ん
で
い
る
。

本
日
、
参
加
し
た
日
本
の
メ
ン
バ
ー
は
、
学
術
大
会
で
教
授

と
親
し
く
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
研
究
者
の
代
表
で
も
あ

り
、
本
日
、
ふ
た
た
び
意
見
を
交
わ
せ
る
こ
と
を
、
何
よ
り
の

楽
し
み
と
し
て
い
る
。

さ
て
、
教
授
は
、
来
日
の
折
り
の
、
あ
る
新
聞
社
（
中
外
日
報

社
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
儒
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
「
天

人
合
一
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
２
）

「
儒
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
、
も
っ
と
も
高
邁
な
目
標
と
は
、

人
間
・
地
球
・
宇
宙

―
大
乗
仏
教
の
視
点
か
ら

川
田
洋
一

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
の
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
よ
り



天
と
人
間
と
の
合
一
で
あ
る
」
と
し
、「
自
己
、
共
同
体
、
自
然
、

天
」
の
存
在
の
四
つ
の
次
元
の
統
一
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
中
国
古
来
の
「
天
人
合
一
」
を
「
人
類
宇
宙
観
」
と
呼
ん

で
い
る
。

現
在
、
出
版
さ
れ
て
い
る
鼎
談
集
『
東
洋
の
智
慧
を
語
る
（
３
）』

の
な
か
で
、
中
国
、
北
京
大
学
の
季
羨
林
教
授
、
社
会
科
学
院

の
故
・
蒋
忠
新
教
授
と
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
は
、
東
洋
民
族
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
東
洋
に
お
け
る
「
人
類
宇
宙
的
」
思
想

の
代
表
と
し
て
、
イ
ン
ド
思
想
の
「
梵
我
一
如
」、
中
国
思
想
の

「
天
人
合
一
」、
そ
し
て
、
仏
教
思
想
と
し
て
「
依
正
不
二
」
を

取
り
上
げ
て
い
る
。

今
、
私
は
仏
教
者
と
し
て
、「
依
正
不
二
」
の
構
造
を
、
ド

ゥ
・
ウ
ェ
イ
ミ
ン
教
授
が
示
さ
れ
た
存
在
の
四
つ
の
次
元
に
即

し
て
い
え
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

「
依
正
不
二
」
と
は
、
中
国
天
台
の
妙
楽
に
よ
っ
て
唱
え
ら

れ
た
法
理
の
一
つ
で
あ
り
、「
正
報
」
と
し
て
の
生
命
主
体
と
、

「
依
報
」
と
し
て
の
環
境
が
、
二
つ
の
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て

い
て
も
、
そ
の
基
底
は
「
不
二
」（
一
体
）
で
あ
る
と
の
法
理
で

あ
る
。
今
、「
正
報
」
を
人
間
主
体
と
と
れ
ば
、
仏
教
で
は
、
こ

れ
を
「
身
心
不
二
」
と
し
て
表
現
し
て
い
る
。
身
体
と
心
は
、

二
つ
の
現
象
と
し
て
表
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
基
底
は
「
不
二
」

で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
「
正
報
」
が
、「
依
報
」
と
も

「
不
二
」
を
な
す
の
で
あ
る
。

「
正
報
」
を
一
人
の
「
人
間
」
と
と
れ
ば
、「
依
報
」
に
は
、

大
別
し
て
、
社
会
・
共
同
体
と
大
自
然
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
。
個
人
や
社
会
の
生
存
の
場
が
大
自
然
な
の
で
あ
る
。

大
自
然
は
、
個
人
や
共
同
体
を
支
え
る
基
盤
で
あ
り
、
創
造

的
な
営
為
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
は
地
球
生
態
系
か
ら
、
太
陽

系
、
銀
河
系
、
さ
ら
に
、
大
宇
宙
そ
の
も
の
に
ま
で
、
時
間

的
・
空
間
的
に
拡
大
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
依

報
」
と
「
正
報
」
と
の
根
源
に
「
不
二
」
の
次
元
、
即
ち
、「
宇

宙
生
命
」
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、「
宇
宙
生
命
」
と
し
て
の
「
不
二
」
の
根
源
か

ら
、「
正
報
」
と
「
依
報
」
が
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
相
互
の

関
連

―
「
縁
起
」
を
な
し
な
が
ら
、
大
宇
宙
全
体
の
創
造
的

営
為
が
織
り
成
さ
れ
ゆ
く
の
で
あ
る
。
大
宇
宙
の
な
か
で
、
人

間
と
し
て
の
「
正
報
」
は
、
そ
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
創
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造
的
営
み
を
な
す
「
依
報
」
と
相
関
し
ゆ
く
存
在
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
、「
依
正
不
二
」
と
し
て
の
「
人
類
宇
宙
観
」
で
あ
る
。

（
二
）

仏
教
の
「
人
間
宇
宙
観
」
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
釈
尊

の
悟
達
に
始
ま
る
。
釈
尊
は
、
菩
提
樹
下
で
の
禅
定
で
、「
内
な

る
宇
宙
」
の
探
求
を
行
っ
て
い
る
。「
正
報
」
と
し
て
の
「
自
我

意
識
」
か
ら
、「
依
報
」
へ
と
通
底
す
る
「
内
な
る
宇
宙
」
の
深

層
領
域
へ
と
深
ま
っ
て
い
く
。
探
求
は
、
個
の
次
元
を
こ
え
て
、

ト
ラ
ン
ス
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
次
元
へ
と
踏
み
込
ん
で
い
く
。
そ

れ
は
、
家
族
、
共
同
体
と
通
底
す
る
次
元
か
ら
、
民
族
、
国
家

を
こ
え
、
人
類
心
の
次
元
、
自
然
生
態
系
と
共
通
す
る
地
平
へ
、

そ
し
て
、
地
球
と
い
う
惑
星
、
恒
星
の
流
転
を
こ
え
て
、「
宇
宙

そ
れ
自
体
」
と
一
体
と
な
る
と
こ
ろ
に
ま
で
進
ん
で
い
く
。

釈
尊
は
、
宇
宙
そ
れ
自
体
の
源
泉
を
な
す
「
根
源
的
な
生
命
」

―
「
不
二
」
の
次
元
を
自
己
の
内
奥
に
覚
知
し
た
の
で
あ
る
。

『
ウ
ダ
ー
ナ
』

（
４
）
　
に
よ
る
と
、
釈
尊
は
、
そ
の
根
源
的
な
生
命

を
「
ダ
ン
マ
」
と
表
現
し
て
い
る
。
釈
尊
の
悟
達
と
は
、
釈
尊

の
人
格
体
そ
の
も
の
で
あ
る
「
内
な
る
宇
宙
」
を
、「
宇
宙
生
命
」

と
し
て
の
「
ダ
ン
マ
」
が
、
一
切
の
煩
悩
、
無
明
を
粉
砕
し
、

闇
を
切
り
裂
く
太
陽
の
よ
う
に
照
明
し
ゆ
く
大
境
地
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、「
内
な
る
宇
宙
」
は
、
そ
の
ま
ま
「
外
な
る
宇

宙
」
と
一
体
で
あ
る
。

日
本
の
仏
教
学
者
、
故
・
玉
城
康
四
郎
教
授
は
、「
ダ
ン
マ
」

に
つ
い
て
、「『
ダ
ン
マ
』
と
は
全
く
形
の
な
い
、
い
の
ち
の
中

の
い
の
ち
、
い
わ
ば
純
粋
生
命
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
（
５
）」

と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
「
ダ
ン
マ
」
が
、「
如
来
」
と
も
表
現
さ
れ
、
大
乗
仏
教

の
基
盤
と
も
な
り
、
一
切
衆
生
の
成
仏
の
根
拠
を
な
す
「
仏
性
」

と
し
て
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
日

本
軍
国
主
義
に
反
対
し
て
投
獄
さ
れ
、「
獄
中
」
で
、
大
乗
仏
教

の
経
典
の
一
つ
『
法
華
経
』
に
も
と
づ
き
、「
宇
宙
生
命
」
そ
の

も
の
を
覚
知
す
る
体
験
を
な
し
た
創
価
学
会
第
二
代
戸
田
会
長

は
、「
宇
宙
生
命
」
の
営
為
と
「
人
間
の
宇
宙
論
的
使
命
」
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
の
宇
宙
は
、
み
な
仏
の
実
体
で
あ
っ
て
、
宇
宙
の
万
象

こ
と
ご
と
く
慈
悲
の
行
為
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
慈
悲
は
宇
宙
の

本
然
の
す
が
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
太
陽
の
存
在
も
月
天
子



の
照
る
の
も
、
多
く
の
星
が
相
引
き
、
相
話
し
合
う
の
も
、
風

も
、
ア
ラ
シ
も
、
草
や
木
の
生
育
も
、
み
な
相
た
が
い
に
慈
悲

の
行
い
で
あ
っ
て
、
た
ゞ
無
心
に
し
て
知
る
者
な
し
と
、
わ
れ

わ
れ
が
か
っ
て
に
判
断
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
（
６
）」

宇
宙
の
森
羅
万
象
は
、
一
切
が
「
縁
起
」

―
即
ち
、
相
資

相
依
の
関
連
性
に
あ
り
、「
宇
宙
生
命
」
の
発
動
す
る
「
慈
悲
の

行
為
」
は
、
物
質
進
化
、
生
物
進
化
、
さ
ら
に
は
こ
の
地
球
上

の
自
然
生
態
系
の
働
き
を
通
し
て
、
知
的
生
命
体
と
し
て
の

「
人
類
」
の
誕
生
を
ひ
き
お
こ
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

大
乗
仏
教
で
は
、
こ
の
大
宇
宙
に
は
、
他
の
天
体
に
も
知
的

生
命
体
が
出
現
し
、
活
躍
し
て
い
る
と
説
い
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
三
世
十
方
の
「
仏
国
土
」
の
思
想
で
あ
る
。

例
え
ば
、『
法
華
経
』
の
「
序
品
」
で
は
、
釈
尊
の
眉
間
か
ら

放
た
れ
た
光
に
よ
っ
て
、
東
方
一
万
八
千
の
国
土
が
う
つ
し
だ

さ
れ
、
仏
の
存
在
と
、
菩
薩
や
他
の
生
命
体
の
修
行
の
様
相
が

示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
宝
塔
品
」
で
は
、
釈
尊
の
も
と
に
、

十
方
の
仏
、
菩
薩
が
多
く
の
眷
属
を
つ
れ
て
参
集
し
て
く
る
様

相
が
え
が
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
宝
塔
品
」
で
は
、
釈
尊
が

「
ダ
ン
マ
」
と
表
現
し
、
闇
を
や
ぶ
る
太
陽
の
ご
と
き
存
在
と
の

べ
た
「
宇
宙
生
命
」
が
、
巨
大
な
「
宝
塔
」
と
し
て
出
現
し
て

い
る
。
す
べ
て
の
衆
生
が
、
こ
の
よ
う
な
「
宝
塔
」
を
内
在
化

さ
せ
、
し
か
も
修
行
に
よ
っ
て
顕
在
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

こ
ろ
に
、
人
間
生
命
の
尊
厳
性
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
自
己
の
内
奥
に
、
こ
の
よ
う
な
「
宝
塔
」
を
内

在
化
し
て
い
る
人
間
の
存
在
意
義
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ

う
か

―
戸
田
会
長
は
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
宇
宙
自
体
が
慈
悲
で
あ
る
以
上
、
わ
れ
わ
れ
も
日
常
の
行

為
は
も
ち
ろ
ん
、
自
然
に
慈
悲
の
行
為
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、

人
た
る
特
殊
の
生
命
を
発
動
さ
せ
て
い
る
以
上
、
人
間
は
、
一

般
動
物
、
植
物
と
同
じ
立
場
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
よ
り
高
級

な
行
為
こ
そ
、
真
に
仏
に
仕
え
る
も
の
の
態
度
で
あ
る
」

　
（
７
）。
宇
宙

総
体
が
慈
悲
の
働
き
を
な
し
て
い
る
。
万
物
は
、
宇
宙
の
慈
悲

の
発
動
と
し
て
、「
縁
起
」
を
な
し
つ
つ
、
こ
の
地
球
上
で
は
、

自
然
生
態
系
の
創
造
的
な
展
開
を
織
り
成
し
て
い
る
。
人
類
も
、

生
態
系
の
一
員
と
し
て
生
存
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、

仏
教
は
「
生
命
圏
平
等
主
義
」、「
生
命
中
心
主
義
」
に
立
脚
し

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
え
に
立
っ
て
、
人
類
独
自
の
使
命

が
あ
る
。
そ
れ
を
、
戸
田
会
長
は
、「
特
殊
な
生
命
」
と
の
べ
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「
高
級
な
行
為
」
と
い
う
。

こ
の
人
間
と
し
て
の
独
自
の
行
為
こ
そ
、
人
類
の
「
宇
宙
論

的
使
命
」
で
あ
る
。
人
間
は
、
自
覚
的
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、

宇
宙
の
「
慈
悲
の
行
為
」
に
参
画
し
、
そ
の
「
慈
悲
行
」
を
破

壊
す
る
の
で
は
な
く
、「
慈
悲
」
に
よ
る
創
造
的
進
化
を
増
幅
す

る
行
為
を
な
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
、
大
乗
仏
教
の

説
く
菩
薩
道
が
あ
る
。

（
三
）

現
在
の
「
デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
の
展
開
に
は
、
仏
教
思

想
の
影
響
も
み
ら
れ
、
仏
教
に
説
く
「
依
正
不
二
」
等
の
「
人

間
宇
宙
観
」
に
近
似
し
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
「
デ
ィ
ー
プ
エ

コ
ロ
ジ
ー
」
の
論
旨
を
ま
と
め
な
が
ら
、
仏
教
者
と
し
て
の
見

解
を
の
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
哲
学
者
Ａ
・
ネ

ス
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
（
８
）。
ネ
ス
は
、
デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー

の
規
範
で
あ
る
「
自
己
実
現
」
と
「
生
命
圏
平
等
主
義
」
を
導

き
出
し
て
い
る
。

こ
こ
に
い
う
「
自
己
実
現
」
の
「
自
己
」
は
、
自
我
（ego

）

で
は
な
く
、「
自
己
」（self

）（
小
文
字
）
か
ら
出
発
し
て
、「
自
己
」

（S
elf

）（
大
文
字
）
を
め
ざ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
有
機
体
全
体

と
し
て
のSelf

に
お
け
るself

の
実
現
」
と
い
え
る
。

次
に
「
生
命
圏
平
等
主
義
」
と
し
て
示
さ
れ
る
自
然
観
、
環

境
観
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
に
、
生
命
体
や
人
間
を
「
相
互
連
関
的
全
フ
ィ
ー
ル
ド

に
織
り
込
ま
れ
た
結
び
目
」
と
し
て
と
ら
え
る
。
即
ち
、「
関
係

論
的
世
界
観
」
で
あ
る
。

第
二
に
、「
原
則
と
し
て
」「
生
命
圏
平
等
主
義
」
を
と
る
。

つ
ま
り
、「
生
命
圏
平
等
主
義
」
は
、
あ
く
ま
で
原
則
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
し
て
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
生
じ
る
他
の
生
命
体
の
若
干
の
殺
戮
、

開
発
、
抑
圧
は
必
然
と
と
ら
え
る
。

第
三
に
、「
多
様
性
と
共
生
の
原
理
」
を
採
用
す
る
。
多
様
性

は
、
生
命
の
潜
在
的
可
能
性
、
新
た
な
生
命
様
式
の
出
現
の
チ

ャ
ン
ス
、
そ
し
て
生
命
の
豊
か
さ
を
増
大
さ
せ
る
と
す
る
。
共

生
は
、
す
べ
て
の
生
命
体
が
互
い
に
共
存
し
、
協
力
す
る
方
向

を
め
ざ
し
て
い
る
。

ネ
ス
の
提
示
し
た
規
範
に
従
っ
て
、
Ｂ
・
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
と
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Ｇ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
は
、『
デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
』
の
な
か
で
、

「
包
括
的
な
宗
教
的
・
哲
学
的
世
界
観
」
の
構
築
を
試
み
て
い
る
（
９
）。

ネ
ス
を
引
き
継
い
で
、
彼
等
は
、「
自
己
実
現
」
と
「
生
命
中
心

主
義
的
平
等
」
を
目
標
と
す
る
。「
自
己
実
現
」
の
「
自
己
」
は
、

「
大
い
な
る
自
己
」
即
ち
大
文
字
のS

elf

を
さ
す
。
即
ち
、
人
間

と
人
間
以
外
の
世
界
を
含
ん
だ
有
機
体
全
体
で
あ
る
「
大
い
な

る
自
己
」
の
な
か
で
、
そ
れ
と
の
関
連
性
に
お
い
て
「
小
さ
な

自
己
」（ego

or
self

）
の
成
熟
を
め
ざ
す
の
で
あ
る
。「
生
命
中
心

主
義
的
平
等
」
と
は
、
す
べ
て
の
生
命
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己

実
現
を
な
す
平
等
の
権
利
を
も
っ
て
い
る
と
す
る
。
す
べ
て
が

関
連
し
て
い
る
生
命
圏
の
な
か
で
、
他
の
生
命
体
を
傷
つ
け
る

こ
と
は
、
自
ら
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
彼
等
は
「
大
い
な
る
自
己
」
を
め
ざ
し
て
の

「
自
己
実
現
」
の
方
法
と
し
て
、「
瞑
想
」
に
よ
る
意
識
変
容
等

を
要
請
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
仏
教
や
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
影
響

が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
方
向
性
を
、

一
段
と
仏
教
的
に
し
た
の
が
、
Ｊ
・
メ
イ
シ
ー
で
あ
る
。
彼
女

は
、『
世
界
は
恋
人
　
世
界
は
わ
た
し
』
の
な
か
で
、
基
本
的
な

考
え
方
を
の
べ
て
い
る
（
10
）
。

一
つ
は
、
人
間
は
本
来
、
痛
み
を
共
有
で
き
る
存
在
、
即
ち

菩
薩
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
他
は
、
相
互
関
連
性
の
世
界
観

―
「
縁
起
」

―
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

彼
女
は
「
瞑
想
」
に
よ
る
、
慈
悲
の
体
験
者
と
し
て
菩
薩
に

な
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

彼
女
の
い
う
「
自
己
実
現
」
は
「
自
己
の
緑
化
（
エ
コ
セ
ル
フ
）」

で
あ
り
、
自
然
と
一
体
と
な
っ
た
自
己
の
体
現
を
さ
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
「
自
己
」
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
へ
と
拡
が
っ

て
い
く
と
す
る
。

キ
リ
ス
ト
教
的
神
秘
主
義
の
立
場
に
立
っ
て
、
エ
コ
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
、
ガ
イ
ア
仮
説
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ア
メ
リ
カ
ン
研
究
、

生
活
地
域
主
義
を
組
み
込
み
な
が
ら
、
自
然
界
の
な
か
に
遍
在

す
る
「
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
」（psychic

energy

）
と
交
流
で
き
る
よ

う
な
、
霊
的
（spiritual

）
な
次
元
で
の
成
長
の
必
要
性
を
説
く
の

が
、
Ｔ
・
ベ
リ
ー
の
『
地
球
の
夢
』
で
あ
る
。

エ
コ
ロ
ジ
ー
に
は
神
秘
的
な
基
盤
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、

ユ
ン
グ
の
グ
レ
ー
ト
・
マ
ザ
ー
、
マ
ン
ダ
ラ
、
宇
宙
の
樹
な
ど

の
「
元
型
」
を
示
し
て
い
る
。

ベ
リ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
精
神
的
・
霊
的
次
元
で
の
展
開
を



成
し
遂
げ
る
に
は
「
新
し
い
物
語
」
の
創
造
が
要
請
さ
れ
る
と

い
う
。
ベ
リ
ー
が
例
に
あ
げ
る
の
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ア
メ
リ

カ
ン
の
生
活
様
式
で
あ
る
。

こ
の
本
の
な
か
で
、
ベ
リ
ー
は
、「
我
々
は
究
極
的
な
力
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
力
は
我
々
自
身
の
な
か
に

あ
る
自
発
性
を
通
じ
て
現
前
し
て
く
る
。
我
々
は
、
そ
れ
ら
の

自
発
性
に
敏
感
に
な
る
だ
け
で
良
い
の
で
あ
る
（
11
）
」
と
。
自
然
界

や
深
層
意
識
の
「
元
型
」
次
元
と
の
霊
的
交
流
を
取
り
戻
す
こ

と
を
主
張
す
る
。

ユ
ン
グ
心
理
学
か
ら
、
Ａ
・
マ
ズ
ロ
ー
、
Ｓ
・
グ
ロ
フ
、
そ

し
て
Ｋ
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
へ
と
、
人
間
の
深
層
領
域
へ
と
入
っ
て

い
っ
た
の
が
、「
ト
ラ
ン
ス
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
」
で
あ
る
が
、

そ
れ
と
、
デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
結
合
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
の
が
、「
ト
ラ
ン
ス
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
で
あ
る
（
12
）
。

デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
「
自
己
」（
大
い
な
る
自
己
）（
大
文
字

のSelf

）
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、
そ
の
「
大
い
な
る
自
己
」

（
真
の
自
己
）
を
探
求
し
て
い
く
と
、
ト
ラ
ン
ス
・
パ
ー
ソ
ナ
ル

心
理
学
と
結
合
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
。

「
ト
ラ
ン
ス
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
で
は
、「
自
己
」

は
、「
自
我
的
、
自
伝
的
な
も
の
」
か
ら
、「
存
在
論
的
な
も
の
」、

そ
し
て
「
宇
宙
論
的
な
も
の
」
へ
と
深
化
し
て
い
く
と
い
う
。

「
宇
宙
論
的
な
も
の
」
の
経
験
に
よ
っ
て
、「
す
べ
て
の
存
在

は
、
自
己
展
開
し
ゆ
く
唯
一
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
さ
ま
ざ
ま
な
側

面
に
す
ぎ
な
い
」
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
境

位
に
お
い
て
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
人
間
中
心
主
義
を
真
に
超
え
た

も
の
に
な
る
と
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
は
主
張
し
て
い
る
。

（
四
）

こ
の
よ
う
に
し
て
、
デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
、
ま
す
ま
す
、

宗
教
的
要
素
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
仏
教
や
東
洋
の
宗
教
、
キ

リ
ス
ト
教
的
神
秘
主
義
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
な
宗
教
等
と
の
近
似
性

を
強
め
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
デ
ィ
ー
プ
エ

コ
ロ
ジ
ー
の
「
自
己
実
現
」
や
「
生
命
圏
平
等
主
義
」
へ
の
仏

教
者
と
し
て
の
応
答
に
入
っ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
自
然
観
、
環
境
観
と
し
て
の
「
生
命
圏
平
等
主
義
」

の
規
範
で
あ
る
が
、「
依
正
不
二
」
の
な
か
で
は
、「
正
報
」
を

「
自
己
実
現
」
に
関
わ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
「
依
報
」
の

領
域
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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大
乗
仏
教
で
「
縁
起
」
を
表
示
す
る
法
門
の
な
か
に
、
華
厳

哲
学
の
説
く
「
重
々
無
尽
縁
起
」
が
あ
る
。
す
べ
て
の
存
在
物

が
、
幾
重
に
も
複
雑
に
織
り
成
さ
れ
て
「
縁
起
」
を
な
し
て
い

る
と
す
る
説
で
あ
る
。
こ
の
法
門
の
一
つ
の
た
と
え
と
し
て

「
帝
釈
天
の
大
網
（
13
）」
が
あ
る
。

帝
釈
天
の
宮
殿
に
大
き
な
網
が
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
大
網

に
は
、
無
数
の
結
び
目
が
あ
り
、
そ
こ
に
宝
石
（
珠
）
が
結
び
つ

け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
な
か
の
一
つ
の
珠
に
は
、
他

の
す
べ
て
の
珠
が
反
映
し
、
そ
れ
が
、
又
、
他
の
す
べ
て
の
珠

に
も
反
映
し
返
し
て
、
こ
う
し
て
、
重
々
に
、
相
互
の
関
連
性

が
織
り
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
つ
の
珠
に
他
の
す
べ
て
の
珠
が
反
映
す
る
こ
と
は
、「
一
中

多
」、「
多
中
一
」
の
法
理
を
表
し
、
そ
の
よ
う
な
存
在
が
、
相

互
に
関
連
（「
相
入
」）
し
あ
っ
て
、「
大
網
」
と
い
う
法
界
（「
全

宇
宙
」）
を
織
り
成
す
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
法
界

（「
全
宇
宙
」）
と
い
う
現
象
界
は
、「
縁
起
」
即
ち
「
相
資
相
依
性
」

の
網
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
び
目
と
し
て
、
人
間
を
は
じ

め
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
人
間
も
他
の
生
物
も
こ
と
ご
と
く
、「
縁
起
」
の
網
に

よ
っ
て
生
か
さ
れ
る
平
等
な
る
存
在
な
の
で
あ
る
。

ネ
ス
の
デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
の
関
連
性
で
は
、「
関
係
論

的
世
界
観
」
で
あ
り
、「
生
命
圏
平
等
主
義
」
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
も
、
こ
の
た
と
え
で
は
、
例
え
ば
、
一
つ
の
珠
を
と

れ
ば
、
そ
れ
を
「
主
」
と
し
て
、
他
の
珠
と
の
関
連
性
が
す
べ

て
「
従
」
と
し
て
関
わ
っ
て
く
る
。
同
様
に
、
他
の
一
つ
の
珠

を
「
主
」
と
し
て
定
め
れ
ば
、
他
の
す
べ
て
の
珠
と
の
関
連
性

が
「
従
」
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
交
互
に
「
主
」「
従
」
の
関
係

を
織
り
成
し
な
が
ら
、「
共
存
」
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
珠
の
特
異
性
を
「
主
」
と
し
て
み
れ
ば
、
さ
ま

ざ
ま
な
独
自
の
珠
の
�
多
様
性
�
に
焦
点
が
あ
た
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
珠
の
他
と
の
関
連
性
と
し
て
の
「
従
」
に
焦
点
を
あ

て
れ
ば
、
�
共
存
�
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
し
て
、
ど
の
珠
も

平
等
に
「
主
」
と
な
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
、

Ｂ
・
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
と
Ｇ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
の
「
生
命
中
心
主
義

的
平
等
」
に
通
じ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
も
う
一
つ
の
規
範
が
「
自

己
実
現
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
自
己
」
は
、
自
我
（ego

）、
小
さ

な
自
己
（
小
文
字
のself
）
で
は
な
く
、
そ
れ
を
「
大
い
な
る
自
己
」
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（
大
文
字
のSelf

）
へ
と
実
現
し
て
い
く
意
識
変
容
の
主
張
で
あ
る
。

「
依
正
不
二
」
の
「
正
報
」
の
領
域
に
あ
た
る
。「
大
い
な
る
自

己
」
の
探
求
に
お
い
て
、
デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
流
れ
は
、

深
層
意
識
を
ユ
ン
グ
の
「
元
型
」
の
領
域
や
、
さ
ら
に
、
ト
ラ

ン
ス
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
「
宇
宙
論
的
」
次
元
に
ま
で
至
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
大
自
然
に
遍
在
す
る
「
心
的energy

」「spiritual

な
力
」
と
の
交
流
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

仏
教
に
お
け
る
「
自
己
実
現
」
即
ち
「
大
い
な
る
自
己
」
の

顕
在
化
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
釈
尊
の
悟
達
に
示
さ
れ

る
ご
と
く
、「
内
な
る
宇
宙
」
の
探
索
に
よ
る
「
宇
宙
生
命
」
即

ち
、
宇
宙
の
「
ダ
ル
マ
」
の
覚
知
で
あ
っ
た
。『
法
華
経
』
で
は

「
宝
塔
」
と
し
て
出
現
し
て
い
る
。

釈
尊
の
「
内
な
る
宇
宙
」
の
探
索
は
、
大
乗
仏
教
に
お
け
る

唯
識
学
派
に
よ
る
「
八
識
論
」
と
し
て
体
系
化
さ
れ
て
い
く
が
、

そ
こ
に
含
ま
れ
る
「
阿
頼
耶
識
縁
起
」
は
、
深
層
意
識
で
の

「
内
な
る
宇
宙
」
の
相
互
関
連

―
「
縁
起
」

―
の
様
相
を
示

す
一
つ
の
法
理
で
あ
る
。
こ
の
領
域
は
、
方
法
論
の
違
い
が
あ

る
と
は
い
え
、
ユ
ン
グ
や
Ｓ
・
グ
ロ
フ
、
Ｋ
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
の

探
索
す
る
「
内
な
る
宇
宙
」
と
重
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
天
台
仏
教
や
日
蓮
仏
教
に
お
い
て
は
、
宇
宙
生
命
の

「
ダ
ル
マ
」
を
「
九
識
」
と
し
て
記
述
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
、
大
乗
仏
教
と
デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
類

似
性
を
た
ど
っ
て
い
く
時
、
大
宇
宙
に
お
け
る
「
人
類
」
の
位

置
が
明
瞭
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
上
に
た
っ
て
の
、
人
類
の
使

命
に
焦
点
を
あ
て
て
、「
生
命
圏
平
等
主
義
」
と
し
て
の
「
依
報
」

と
、「
自
己
実
現
」
を
な
し
ゆ
く
「
正
報
」
の
あ
り
方
を
示
す
と
、

次
の
よ
う
な
原
則
が
記
述
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
人
類
と
環
境
は
「
運
命
共
同
体
」
で
あ
る
。
無
生

物
、
生
物
を
含
ん
だ
地
球
の
全
存
在
が
、「
相
資
相
依
」
し
つ
つ
、

生
存
を
営
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、「
帝
釈
天
の
大
網
」

の
た
と
え
を
用
い
れ
ば
、
網
の
ど
こ
か
一
箇
所
で
も
切
断
さ
れ

れ
ば
、
そ
れ
は
、
大
網
全
体
へ
と
反
映
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な

い
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
人
類
は
「
依
報
」
の
う
ち
、
ま
ず
、
自
然
生
態
系

と
の
調
和
、
共
存
の
シ
ス
テ
ム
に
支
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の

存
続
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
自
然
生
態
系
の
上
に
、
文
化
・
社
会
環
境
・
文
明

は
創
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
調
和
に
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の
っ
と
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
に
、
人
類
は
、
地
球
環
境
の
「
保
護
者
」
で
あ
り
、「
調

整
者
」
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
戸
田
会
長
は
、
宇
宙
は
「
慈
悲

の
行
為
」
を
な
し
て
い
る
と
の
洞
察
を
さ
れ
て
い
る
。
地
球
上

に
お
け
る
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
創
造
的
進
化
も
、「
慈
悲
の

行
」
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
る
と
す
る
。
人
間
は
、「
自
己
実
現
」

を
な
し
つ
つ
、「
大
い
な
る
自
己
」
を
顕
在
化
し
て
生
き
る
な
ら

ば
、「
縁
起
」
的
自
然
観
、
世
界
観
を
も
つ
と
と
も
に
、
自
己
自

身
の
生
き
方
を
「
宇
宙
的
使
命
」
に
目
覚
め
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
と
変
革
す
る
で
あ
ろ
う
。

戸
田
会
長
の
示
さ
れ
る
「
人
類
の
宇
宙
論
的
使
命
」
は
、
宇

宙
の
慈
悲
行
へ
の
参
画
で
あ
る
。
宇
宙
の
慈
悲
行
は
、
創
造
的

進
化
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
へ
の
参
画
は
、

宇
宙
本
然
の
働
き
の
「
共
同
創
造
者
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

即
ち
、
人
類
は
、
地
球
生
態
系
の
創
造
的
進
化
を
も
た
ら
す

「
調
整
者
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
共
同
創
造
者
」
と
な
る
べ
く

「
宇
宙
論
的
使
命
」
を
に
な
っ
た
存
在
と
い
え
よ
う
。

『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
に
、
次
の
よ
う
な
釈
尊
の
教
示
が
説

か
れ
て
い
る
。

「
目
に
見
え
る
も
の
で
も
、
見
え
な
い
も
の
で
も
、
遠
く

に
住
む
も
の
で
も
、
近
く
に
住
む
も
の
で
も
、
す
で
に

生
ま
れ
た
も
の
で
も
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
よ
う
と
欲
す

る
も
の
で
も
、
一
切
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
、
幸

せ
で
あ
れ
（
14
）
」

こ
こ
に
、
示
さ
れ
る
よ
う
に
「
宇
宙
論
的
使
命
」
は
「
生
命

平
等
主
義
」
と
と
も
に
、「
世
代
間
倫
理
」
を
も
含
ん
で
い
る
。

「
大
い
な
る
自
己
」
の
体
現
、
慈
悲
行
へ
の
参
画
の
使
命
を

自
己
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
す
る
人
間
を
、
仏
教
で
は
「
菩
薩
」

と
呼
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、「
菩
薩
」
が
、「
宇
宙
論
的
使
命
」
を
こ
の
地
球
上

で
果
た
し
ゆ
く
た
め
の
行
動
規
範
の
一
つ
が
、「
六
波
羅
蜜
」
で

あ
る
。
大
乗
菩
薩
達
の
実
践
徳
目
で
あ
る
「
六
波
羅
蜜
」
を
、

特
に
「
地
球
倫
理
」
に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
の
現
代
的
意
義
を

考
え
て
み
た
い
。

（
五
）

大
乗
仏
教
の
「
六
波
羅
蜜
」
は
、
六
項
目
の
完
成
と
し
て
示
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さ
れ
る
。

①
布
施
、
②
持
戒
、
③
忍
辱
、
④
精
進
、
⑤
禅
定
、
⑥
智
慧

で
あ
る
。

私
は
、
現
代
に
お
い
て
「
六
波
羅
蜜
」
を
実
践
す
る
立
場
か

ら
、
次
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
に
は
、
布
施
と
持
戒
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
具
体
的
な

他
者
と
の
関
わ
り
に
お
け
る
倫
理
的
、
道
徳
的
行
為
で
あ
る
。

「
地
球
倫
理
」
が
直
接
的
に
関
与
す
る
の
は
、
こ
の
次
元
で
あ
り
、

「
菩
薩
」
的
実
践
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
。

第
二
に
は
、
禅
定
と
智
慧
で
あ
る
。
禅
定
は
、
仏
教
に
お
け

る
修
行
で
あ
る
。
釈
尊
の
菩
提
樹
下
で
の
禅
定
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
展
開
し
て
い
く
が
、
い
ず
れ
も
、
宇
宙
の
「
ダ
ル
マ
」

の
開
顕
を
め
ざ
し
て
い
る
。
大
乗
仏
教
に
は
、
坐
禅
、
経
典
読

誦
、
念
仏
、
唱
題
行
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
修
行
法
が
確
立
し
て
い

く
。智

慧
は
、
仏
教
の
智
慧
で
あ
り
、
�
縁
起
の
智
慧
�
に
他
な

ら
な
い
。
慈
悲
に
根
ざ
し
た
�
縁
起
の
智
慧
�
は
、「
宇
宙
生
命
」

に
そ
な
わ
る
も
の
で
あ
り
、
仏
教
の
自
然
観
、
世
界
観
と
し
て

開
示
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
す
で
に
の
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

そ
し
て
、
第
三
に
は
、
忍
辱
と
精
進
で
あ
り
、
と
も
に
、
菩

薩
行
を
い
か
な
る
障
害
が
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
を
常
に
乗
り
越

え
て
い
く
原
動
力
と
な
る
精
神
の
働
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

第
一
の
菩
薩
の
具
体
的
実
践
、
第
三
の
グ
ル
ー
プ
の
仏
道
修
行

に
と
も
に
必
須
の
精
神
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
分
類
し
て
み
る
と
、
第
二
の
仏
道
修
行
の
方
法

と
内
容
は
、
宗
教
次
元
で
、
他
の
宗
教
に
お
け
る
祈
り
の
方
法

や
�
根
源
的
な
る
も
の
�
、
�
宇
宙
究
極
の
も
の
�
と
重
な
り

あ
う
こ
と
も
あ
る
が
、
又
、
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
の
独

自
性
も
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
次
元
に
お
け
る
比
較
、
検
討
、
そ

し
て
相
互
尊
敬
等
も
き
わ
め
て
有
意
義
で
あ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
、

現
代
の
人
類
的
状
況
か
ら
み
て
、
さ
し
迫
っ
て
い
る
の
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
宗
教
が
、
ど
の
よ
う
な
倫
理
性
に
も
と
づ
く
具
体
的

実
践
を
、
こ
の
現
実
世
界

―
地
球
と
い
う
「
創
造
の
場
」
で

な
し
う
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

具
体
的
実
践
の
場
、
現
実
社
会
、
文
化
、
文
明
の
変
革
の
場

に
お
け
る
人
類
存
続
と
繁
栄
の
た
め
の
協
力
、
相
互
学
習
こ
そ
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
こ
こ
に
焦
点
を
あ
て
る
と
、
第
一
の
グ

ル
ー
プ：
布
施
と
持
戒
が
、
仏
教
の
社
会
的
役
割
に
お
い
て
重
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要
な
実
践
徳
目
と
し
て
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
布

施
と
持
戒
の
現
代
的
意
義
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。

布
施
行
は
、
心
の
な
か
に
あ
る
慳
み
や
貪
欲
の
心
を
破
す
た

め
と
さ
れ
る
。
布
施
に
は
、
財
施
、
法
施
、
無
畏
施
が
あ
る
が
、

財
施
や
法
施
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
無
畏
施
に
あ
る
。
つ
ま
り
、

人
々
が
、
物
質
的
に
も
精
神
的
に
も
苦
難
に
立
ち
向
か
う
「
畏

れ
る
こ
と
な
き
」
勇
気
と
希
望
を
も
て
る
よ
う
に
援
助
す
る
こ

と
で
あ
る
。

現
代
に
お
け
る
「
無
畏
な
る
」
生
活
と
は
、
そ
の
地
域
の
豊

か
な
自
然
生
態
系
と
特
色
あ
る
文
化
、
そ
れ
ら
と
調
和
し
て
の

基
本
的
ニ
ー
ズ
の
充
足
を
さ
し
て
い
る
。
基
本
的
ニ
ー
ズ
の
中

核
に
な
る
の
は
、
水
、
食
糧
、
医
療
、
福
祉
等
と
、
基
本
的
な

教
育
、
安
全
性
で
あ
る
。

菩
薩
と
し
て
の
仏
教
者
は
、
財
施
や
法
施
に
よ
っ
て
、
地
域
、

共
同
体
、
民
族
の
「
無
畏
な
る
生
活
」
の
た
め
に
貢
献
す
る
こ

と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
財
施
に
は
、
政
府
や
企
業
レ
ベ
ル
で
は
先
進
国
と

し
て
の
開
発
途
上
国
へ
の
開
発
援
助
が
あ
り
、
法
施
と
し
て
は
、

先
端
技
術
の
提
供
や
教
育
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
民
間
団
体
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お

け
る
、
物
質
的
援
助
、
自
ら
の
も
つ
技
術
、
能
力
の
提
供
、
特

に
医
療
や
教
育
面
で
の
奉
仕
、
又
、
そ
の
共
同
体
に
伝
わ
る
文

化
、
宗
教
等
の
精
神
的
遺
産
を
提
供
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

次
に
、
持
戒
は
、
人
間
と
し
て
の
倫
理
性
、
道
徳
性
を
涵
養

す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
乗
仏
教
に
は
、『
梵
網
経
』
の
な
か
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
戒
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
か
ら
、
在
家

に
も
共
通
す
る
四
つ
の
戒
を
取
り
出
し
た
い
。
こ
の
四
つ
の
戒

は
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
の
人
間
倫
理
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、

儒
教
、
道
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
等
の
東
洋
の
宗
教
、
ま
た
ユ
ダ
ヤ

教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
も
共
通
す
る
倫
理
で
あ
る
。

「
地
球
倫
理
」
形
成
の
た
め
の
基
盤
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
に
は
「
不
殺
生
戒
」
で
あ
り
、
非
暴
力
の
精
神
の
体
現

で
あ
る
。『
梵
網
経
』
に
は
「
一
切
の
命
あ
る
者
は
、
故
ら
に
殺

す
こ
と
を
得
ざ
れ
（
15
）
」
と
あ
る
。
又
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
に
は
、「
す

べ
て
の
者
は
暴
力
に
お
び
え
、
す
べ
て
の
者
は
死
を
お
そ
れ
る
。

己
が
身
に
ひ
き
く
ら
べ
て
、
殺
し
て
は
な
ら
ぬ
。
殺
さ
し
め
て

は
な
ら
ぬ
（
16
）
」
と
あ
る
。

不
殺
生
戒
と
は
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
及
ん
で
い
く
の
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で
あ
る
。
仏
教
は
「
生
命
圏
平
等
主
義
」
に
立
つ
故
に
、
生
き

と
し
生
け
る
も
の
の
尊
厳
性
を
主
張
す
る
。
人
間
は
生
き
と
し

生
け
る
も
の
と
の
同
じ
地
平
で
の
「
調
整
者
」「
保
護
者
」
で
あ

り
、
大
宇
宙
の
慈
悲
の
営
為
に
参
画
す
る
「
創
造
者
」
と
な
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
梵
網
経
」
に
「
故
ら
に
殺
す
こ
と
を
得

ざ
れ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
ら
の
貪
欲
や
、
怒
り
や
無
知
の
故

に
、
何
ら
の
必
然
性
も
な
く
殺
生
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。

そ
れ
故
に
、
ネ
ス
と
同
様
に
、
人
間
の
飢
餓
を
救
う
た
め
、
生

き
て
い
く
た
め
の
殺
生
は
許
さ
れ
て
い
る
。
又
、
自
然
生
態
系

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
、
あ
る
種
の
生
物
を
殺
す
こ
と
は

許
さ
れ
る
と
す
る
。

次
に
、
こ
の
戒
は
、
あ
ら
ゆ
る
戦
争
を
防
止
し
、
軍
備
を
縮

小
し
、
廃
止
へ
と
導
い
て
い
く
「
不
戦
」
へ
の
権
利
、

―

「
平
和
権
」
と
し
て
主
張
さ
れ
る
。
菩
薩
は
、
自
ら
非
暴
力
の
運

動
に
貢
献
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
運
動
の
な
か
で
「
平
和
権
」

の
主
張
を
掲
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
梵
網
経
』
で
は
「
若
仏
子
、
一
切
の
刀
杖
、
弓
箭
、
鉾
斧
、

闘
戦
の
具
を
畜
ふ
こ
と
を
得
ざ
れ
（
17
）
」
と
あ
る
。『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー

タ
』
に
は
、「
殺
そ
う
と
争
闘
す
る
人
々
を
見
よ
。
武
器
を
執
っ

て
打
と
う
と
し
た
こ
と
か
ら
恐
怖
が
生
じ
た
の
で
あ
る
（
18
）
」
と
あ

る
。「
不
殺
生
戒
」
は
、
殺
生
の
た
め
の
武
器
の
所
有
を
禁
止
し

て
い
る
。
大
量
破
壊
兵
器
の
み
な
ら
ず
、
通
常
兵
器
を
も
削
減

し
、「
世
界
不
戦
」
へ
の
道
を
示
す
の
で
あ
る
。

第
二
に
、「
不
偸
盗
戒
」
は
、「
知
足
」
の
精
神
か
ら
出
た
戒

で
あ
る
。
仏
教
で
は
「
少
欲
知
足
」
こ
そ
、
人
間
と
し
て
の

「
富
め
る
者
」「
幸
福
な
る
者
」
と
と
ら
え
る
。
故
に
、
こ
の
戒

は
、
自
分
の
貪
欲
の
た
め
に
他
者
を
搾
取
す
る
こ
と
を
禁
ず
る

の
で
あ
る
。
今
日
、
先
進
諸
国
の
物
質
的
欲
望
の
解
放
と
、
そ

の
た
え
ざ
る
触
発
が
、
欲
望
の
貪
欲
化
を
も
た
ら
し
、
一
方
で

は
物
質
文
明
の
進
展
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、「
地

球
的
問
題
群
」
を
引
き
起
こ
す
に
至
っ
て
い
る
。

仏
教
は
、
物
質
的
欲
望
や
権
力
、
名
誉
、
名
声
に
支
配
さ
れ

た
人
間
の
行
き
方
を
「
貧
し
い
も
の
」
「
不
知
足
」
と
す
る
。

「
富
め
る
者
」「
知
足
」
と
は
、
自
己
の
貪
欲
や
怒
り
や
エ
ゴ
イ

ズ
ム
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
物
質
的
欲
望
の
み
に
執
着
す
る
生

き
方
か
ら
、
他
者
と
と
も
に
、
精
神
的
、
倫
理
的
に
生
き
る
方

向
へ
と
昇
華
す
る
こ
と
で
あ
る
。

�
縁
起
の
智
慧
�
に
よ
っ
て
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
と
の
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�
共
生
�
、
さ
ら
に
は
大
自
然
、
大
宇
宙
と
の
霊
的
、
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
交
流
に
喜
び
を
見
出
す
「
自
己
自
身
」
の
変
革
を

め
ざ
す
の
で
あ
る
。「
貧
し
い
も
の
」「
不
知
足
」
の
人
は
、
貪

欲
に
つ
き
動
か
さ
れ
て
、
他
者
を
搾
取
す
る
。『
梵
網
経
』
に
は
、

「
若
仏
子
、
自
ら
盗
み
、
人
を
教
え
て
盗
ま
し
め
、
方
便
し
て
盗

め
ば
、
盗
因
、
盗
縁
、
盗
法
、
盗
業
あ
り
（
19
）
」
と
あ
る
。
又
「
一

切
の
財
物
、
一
針
一
草
も
故
ら
に
盗
む
こ
と
を
得
ざ
れ
（
20
）
」
と
あ

る
。つ

ま
り
、
自
分
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
な
い
も
の
を
所
有

す
る
こ
と
自
体
が
、
こ
の
戒
の
禁
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
マ
ハ

ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
や
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
「
不
盗
」「
無
所
有
」
と
同

主
旨
で
あ
る
。
こ
の
戒
は
、
地
球
上
の
人
類
が
、
平
等
、
公
平

に
「
富
者
」
と
し
て
生
き
る
「
平
等
権
」
へ
の
主
張
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
企
業
、
国
家
、
民
族
や
個
人
が
、
公
平
、
公
益
の
原

理
に
反
し
て
「
故
に
盗
む
」
こ
と
を
禁
ず
る
の
で
あ
る
。

こ
の
戒
の
平
等
性
は
、
現
在
の
地
球
上
の
人
類
の
み
な
ら
ず
、

未
来
の
人
類
へ
の
「
搾
取
」
を
も
禁
じ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
他
者
の
も
の
を
盗
ま
な
い
」
と
は
、
地
球
上
の
す

べ
て
の
人
々
が
、
極
度
の
貧
困
か
ら
脱
出
で
き
る
よ
う
な
「
公

正
な
る
経
済
秩
序
」
へ
の
方
向
を
さ
し
示
し
て
い
る
。
地
球
上

に
、
大
多
数
の
貧
困
の
人
々
が
い
る
こ
と
に
無
関
心
で
あ
る
こ

と
自
体
が
、「
偸
盗
」
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
政
治
家
、
企
業
家
を
は
じ
め
と
す
る

す
べ
て
の
人
々
に
「
他
者
の
も
の
を
盗
ま
な
い
」
と
い
う
倫
理

性
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
行
動
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
の
「
不
邪
淫
戒
」
は
、
男
女
の
平
等
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

あ
り
方
を
示
す
倫
理
と
し
て
、
仏
教
で
は
主
張
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
基
盤
と
な
る
主
旨
か
ら
す
れ
ば
、
男
女
の
み
な

ら
ず
、
人
種
、
民
族
、
文
化
等
の
「
平
等
性
」
の
倫
理
と
と
ら

え
ら
れ
よ
う
。
父
権
主
義
、
女
性
へ
の
差
別
、
他
の
民
族
、
人

種
、
文
化
、
宗
教
へ
の
「
偏
見
」
を
禁
ず
る
戒
で
あ
る
。
仏
教

の
�
縁
起
の
法
�
か
ら
す
れ
ば
、
男
性
と
女
性
は
、
互
い
に
愛

し
、
尊
敬
し
あ
い
、
平
等
な
る
存
在
と
し
て
資
け
あ
う
の
が
、

本
来
の
姿
で
あ
る
。

す
べ
て
の
共
同
体
、
民
族
、
人
種
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の

文
化
、
宗
教
、
精
神
的
遺
産
を
保
持
し
、
発
展
さ
せ
て
お
り
、

互
い
に
認
識
し
、
尊
敬
し
、
学
び
あ
う
こ
と
で
あ
る
。

個
人
、
共
同
体
、
社
会
の
な
か
に
あ
る
、
�
縁
起
の
法
�
に
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無
知
な
る
と
こ
ろ
か
ら
く
る
「
偏
見
」
を
克
服
す
る
た
め
の
戒

で
あ
る
。

第
四
の
「
不
妄
語
戒
」
は
、
妄
語
、
綺
語
、
悪
口
、
両
舌
に

よ
っ
て
他
者
を
た
ぶ
ら
か
し
、
お
互
い
の
「
信
」
の
破
壊
を
禁

ず
る
戒
で
あ
る
。『
梵
網
経
』
で
は
「
菩
薩
は
、
常
に
正
語
、
正

見
を
生
じ
（
21
）
」
と
あ
る
。「
正
語
」「
正
見
」
と
は
、「
真
実
」
を
語

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
真
実
語
」
に
よ
っ
て
、
根
源
的
な
信

頼
が
築
け
る
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
紛
争
、
環
境
問
題
等
の

「
安
全
保
障
」
の
基
盤
に
は
「
信
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相

互
信
頼
の
醸
成
の
た
め
に
は
、「
真
実
」
を
語
る
こ
と
で
あ
る
。

他
者
へ
の
「
信
」
を
養
い
つ
つ
、
自
ら
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
（
小
さ
な

self

）
を
乗
り
越
え
ゆ
く
と
こ
ろ
に
、
仏
教
的
に
い
え
ば
、
宇
宙

生
命
の
「
ダ
ル
マ
」
へ
と
向
か
う
「
自
己
実
現
」
が
成
し
遂
げ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
は
、
こ
の
「
真
実
語
」
の
教
え
を
、

サ
テ
ィ
ヤ
グ
ラ
ハ
（
真
理
掌
握
）
運
動
へ
と
推
し
進
め
て
い
る
。

今
日
の
民
族
紛
争
、
宗
教
的
偏
見
、
人
種
対
立
等
を
乗
り
越

え
る
基
盤
こ
そ
、「
信
」
の
確
立
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
正
語
、

正
見
」
の
深
化
・
実
践
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
原
始
仏
教
以
来
、
大
乗
仏
教
を
通
し
て
、
人
間
関

係
の
あ
り
方
を
説
い
た
「
四
摂
事
」
を
取
り
上
げ
た
い
。「
四
摂

事
」
は
、
①
布
施
、
②
愛
語
、
③
利
行
、
④
同
事
の
四
項
目
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

布
施
行
は
「
六
波
羅
蜜
」
の
項
目
と
同
じ
で
あ
る
。

「
愛
語
」
は
、
相
手
が
喜
ぶ
言
葉
、
思
い
や
り
が
あ
り
、
慈

愛
の
あ
る
言
葉
で
の
「
対
話
」「
交
流
」
で
あ
る
。

「
利
行
」
は
、
慈
悲
の
心
か
ら
、
身
体
を
使
っ
た
り
、
言
葉

を
か
け
た
り
、
気
づ
か
い
を
し
た
り
し
て
、
相
手
に
利
益
を
与

え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
救
済
」
の
行
為
を
い
う
。

「
同
事
」
は
、
相
手
と
同
じ
立
場
に
身
を
お
い
て
、
同
じ
仕

事
を
協
同
し
て
行
う
こ
と
。「
参
加
」
に
あ
た
る
。

個
人
や
共
同
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
他
者
と
「
対
話
」
し
、「
交
流
」

を
つ
み
重
ね
る
こ
と
、
ま
た
、
相
手
に
「
利
益
」
を
与
え
る
こ

と
、
さ
ら
に
一
定
期
間
で
も
生
活
を
と
も
に
す
る
「
参
加
」
を

増
や
す
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
、
他
者
の
民
族
性
、

文
化
、
宗
教
へ
の
共
感
、
洞
察
を
深
め
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。

「
六
波
羅
蜜
」
等
の
菩
薩
行
、
又
、
個
人
の
人
間
関
係
や
共

同
体
で
の
「
四
摂
事
」
を
実
践
す
る
と
こ
ろ
に
、
仏
教
者
は
、
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人
間
と
し
て
の
「
宇
宙
論
的
使
命
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
果

た
し
ゆ
く
人
生
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
確
立
す
る
と
考
え
て
い

る
。そ

し
て
、
現
代
の
菩
薩
と
し
て
の
具
体
的
な
運
動
が
、
政
治
、

経
済
、
文
化
、
教
育
の
世
界
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
国
連
を

中
心
と
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
民
間
の
活
動
に
も
影
響
を
与
え
ゆ
く

の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）
ヤ
ス
パ
ー
ス
「
歴
史
の
起
源
と
目
標
」
重
田
英
世
訳
、
理
想
社
。

（
２
）『
中
外
日
報
』
二
〇
〇
五
年
六
月
二
日
。

（
３
）
季
羨
林
・
蒋
忠
新
・
池
田
大
作
『
東
洋
の
智
慧
を
語
る
』
東
洋

哲
学
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
。

（
４
）
玉
城
康
四
郎
訳
『
仏
教
を
貫
く
も
の
』
大
蔵
出
版
、
四
一
―
四

二
ペ
ー
ジ
。

（
５
）
玉
城
康
四
郎
訳
『
仏
教
の
根
底
に
あ
る
も
の
』
講
談
社
学
術
文

庫
、
二
三
―
二
七
ペ
ー
ジ
。

（
６
）
戸
田
城
聖
「
慈
悲
論
」『
戸
田
会
長
全
集
』
第
三
巻
、
聖
教
新

聞
社
、
四
四
―
四
五
ペ
ー
ジ
。

（
７
）
同
書
、
四
五
ペ
ー
ジ
。

（
８
）
ネ
ス
『
デ
ィ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
は
何
か

―
エ
コ
ロ
ジ
ー
、

共
同
体
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
』
文
化
書
房
博
文
社
、
一
九
九
七

年
。

（
９
）B
ill
D
ev
all
an
d
G
eorg

e
S
ession

s,
D
eep

E
colog

y
,

L
ayton:G

ibbs
M
.Sm
ith,1985.

（
10
）
メ
イ
シ
ー
『
世
界
は
恋
人
　
世
界
は
わ
た
し
』
筑
摩
書
房
、
一

九
九
三
年
。

（
11
）T

h
om
as
B
erry

,
T
h
e
D
ream

of
th
e
E
arth

,
S
an

F
rancisco:Sierra

C
lub
B
ooks,1988,p.211.

（
12
）
フ
ォ
ッ
ク
ス
『
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
』
平
凡

社
、
一
九
九
四
年
。

（
13
）「
華
厳
経
探
玄
記
」
巻
一
、『
大
正
大
蔵
経
』
三
五
巻
一
一
六
ペ

ー
ジ
。

（
14
）『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
　
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
中
村
元
訳
、
岩
波

文
庫
、
三
七
ペ
ー
ジ
。

（
15
）「
梵
網
経
」
巻
下
、『
大
正
大
蔵
経
』
二
四
巻
一
〇
〇
四
ペ
ー
ジ
。

（
16
）『
ダ
ン
マ
パ
ダ
　
真
理
の
こ
と
ば
』
中
村
元
訳
、
岩
波
文
庫
、

二
八
ペ
ー
ジ
。

（
17
）「
梵
網
経
」
巻
下
、『
大
正
大
蔵
経
』
二
四
巻
一
〇
〇
五
ペ
ー
ジ
。

（
18
）『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
　
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
中
村
元
訳
、
岩
波

文
庫
、
二
〇
三
ペ
ー
ジ
。

（
19
）「
梵
網
経
」
巻
下
、『
大
正
大
蔵
経
』
二
四
巻
一
〇
〇
四
ペ
ー
ジ
。

（
20
）
同
書
、
一
〇
〇
四
ペ
ー
ジ
。

（
21
）
同
書
、
一
〇
〇
四
ペ
ー
ジ
。

（
か
わ
だ
　
よ
う
い
ち
／
東
洋
哲
学
研
究
所
所
長
）
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